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みんなでカンパ　地域密着クラウドファンディング　　　
　この事業は、市民・団体の「こんなことがあったら、もっと雲南が良くなるかも！」 というアイデアを公開し、仲
間や資金を募り、市民・団体のアイデアを実現することを応援・後押しするものです。誰もが課題解決や地域で新し
い価値を創ることにチャレンジできる環境を整えることで、誰もが公益を担い合うことができる地域社会の形成を目
指しています。
　2022年度は、5団体がプロジェクトに挑戦しました。夢を叶えるために地域内外に地道に声掛けを行い、延べ625
人の方から4,101,226円（＊）をお預かりし助成させていただきました。

（＊）令和5年度に跨ったご寄付分を含む

　2020年に642人のご寄付300万円をもとに設立されたうんなんコミュニティ財団も、おかげさまで発足4年目を迎
えました。2022年度は初年度より行っている主事業や休眠預金等活用事業のほかに、地域の皆様とともにごみ削減
に関する調査・勉強会を実施しました。また、弊団体自らが実行団体となり雲南市のガバメントクラウドファンディ
ングにも挑戦しました。今号では、うんなんコミュニティ財団が昨年度行った活動をご紹介します。

希少生物ギフチョウが生息する自然豊かな烏帽子掛けハイキング道を次世代へ受け継ぎたい !
下熊谷地域遺産を守る会（任意団体）
山の機能や生態系への理解や維持をすること、自然を感じたり雲南の歴史を学んだりしながら健康維持や体力増進
にも役立ててもらうこと、地域間交流や世代間交流により人の繋がりを増やすこと、ハイキング道整備を担う人と
一緒に活動ができるようになること等を目的に活動するプロジェクトです。

産前産後のママたちのリアルな声を白書を通して地域へ届けたい！！
mama’s smileはぐ（任意団体）
産後うつ、乳幼児虐待や産後の夫婦不和など、妊娠中から産後に起因する問題を社会全体で考え、サポ
ートしていくことへの深い認識や、妊娠中や産後の女性の心と体のケアについては目を向けるきっかけ
が少ないことが現状です。妊娠中と産後の女性のリアルな声を集め、言語化することで、産前産後のサ
ポートの大切さを知ってもらうことを目的に白書の作成と啓発活動を実施するプロジェクトです。

カレンダーと
白書が完成！

地域の”味方”を増やして、発達症の人たちのみらいのかのうせいをもっとたかめよう！
一般社団法人 みかた麹杜
学校での学びづらさや過ごしづらさの背景には、LDやHSP、ASDなど発達症があることが多いのですが、外見か
らは障害が分かりにくいため、特性や対応法の理解が遅れているのが現状です。親だけでなく地域の人や祖父母な
どが気軽に特性や対応を学べる場を作り、味方（理解者）を増やすこと、発達症の子どもを持つ保護者の語り合え
る場「みかたネットワーク」を実施するプロジェクトです。

雲南市のお米で作ったマッコリで、 生産者さんを応援＆地域を元気に！
そんさんひょん（任意団体）
農業の担い手不足、価格の低下で事業継続が難しくなっている水稲農家の課題を解消する一助になること、地元の
人に改めて地域のすばらしさを感じてもらい雲南を元気にすることを目的としたプロジェクトです。その手段とし
て雲南の美味しいお米を高く買って「マッコリ」を作り、雲南市の特産品で市内外・国外へ雲南市のお米の美味し
さを知ってもらう活動を実施していきます。

「目指せ世界制覇！」落合思誉運（１８才）が夢を追う未来応援プロジェクト第２弾
落合思誉運を応援する会（任意団体）
落合さんが「マウンテンバイクダウンヒル世界一」の夢に向かって頑張ることで、地元の方々・子どもたちに元気
や勇気を届けるプロジェクトです。夢の実現には、地域や環境によって格差があるのが現状です。どのような夢や
環境でも、夢の実現に向かって頑張ることができる地域、応援し合うことができる地域を目指します。



明日から何か始めてみようと思うか



勉強会前後の環境への関心度

　2022年6月、雲南市は脱炭素宣言を行い、脱炭素社会実現のためにごみゼロ社会を目指すこととなりました。弊
団体は雲南市ならびに一般社団法人ゼロ・ウェイスト・ジャパンとともに、地域の皆様（地域自主組織・小学校・事
業者・任意団体）にご連携いただき、市内でごみの問題について知る勉強会や生ごみを自然に還すキエーロコンポス
トの設置を進めることができました。
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脱炭素社会へ　環境フォーラム開催
　2023年度中の脱炭素社会に向けた計画の完成をめざし、地域事業者の情報
提供やご意見をいただく場として雲南市と共催で環境フォーラムを3回開催
し、延べ219名にご参加いただきました。

上）一般社団法人ゼロ・ウェイスト・ジャパンを
講師に招いた勉強会の様子。世界のごみの問題か
ら身近な生活まで明日からなにができるかを考え
ました  下）夏休みのコンポスト作成にはたくさん
の子どもの参加がありました

雲南市のごみ削減　キエーロコンポストをはじめよう

  勉強会に参加することで、市民の皆様の環境・ごみ削減への関心度が高ま
り、「さっそく明日から何か始めてみたい」という気持ちをお持ちになった方
が9割にも上りました。自分が住んでいる地域のために、具体的になにができ
るのかをもっと知りたいという声も多く聞かれました。

（キエーロは松本信夫氏の商標です）

　今年度は5月28日、7月12日の開催が決定しています。以降も開催を予定し
ています。雲南市内で環境・脱炭素にご関心のある皆様はどなたでも参加でき
ますので、ぜひお気軽にご参加ください。今後の開催情報については、雲南市
および弊団体のHPをご確認ください。

22年

23年   

　コンポストを作成した参加者には、各家庭からでる生ごみの重さ
を量る調査に参加していただきました。
　その結果、雲南市では1日1人当たり150gの生ごみを出している
ということがわかりました。驚くことに、コンポストを利用するこ
とで、雲南市の人口で換算すると1年間で、約２千トンものごみ削減
ができることもわかりました。今年も引き続き、出張勉強会とコン
ポスト作成を行いますので、ご関心のある団体の皆様はぜひお問い
合わせください。

2000トンのごみが自然に還る！？

『脱炭素宣言に向けて』
『2050年脱炭素社会の実現に向けて、これから何をして
  いくべきか』
『2050年までに温室効果ガス排出量実質ゼロめざす』

5月
7月
 
2月  



指標 初期値 23年2月

参加児童・生徒数 37名 38名

継続参加児童・生徒数 ー 27名

新規参加児童・生徒数 ー 9名

指標 初期値 23年2月

小さな拠点数 1か所 6か所

指標 初期値 23年2月

孤独感を「よく感じる・時々感じ
る」と回答した人の割合が、はぐ

と接点を持つことで減る

（先行文献）
独感を「よく感
じる・時々感じ
る」74%

・はぐと接点が
 ある人：42.6％
・はぐと接点が
 ない人：58.1%

指標 初期値 23年2月

はぐ内のコミュニティの数 1つ 4つ

各コミュニティの参加人数 52名 延615名

指標 初期値 23年2月

LINEオープンチャット登録者数 ー 47名

みかたNET会員登録者数 ー 17名

指標 初期値 23年2月

相談等の話しやすさ・満足度 ー 83.3%

自分の力が発揮できるようになっ
た子どもの数 ー 5名

指標 初期値 23年2月

相談できる人の数
（事業所、家族以外） ー

 3人以上：4人
 2人：8人
 1人：2人
 0人：1人

指標 初期値 23年2月

相談を解決するために
てごをした件数 ー 6回

日本人サポーター登録者数 ー 次年度見込み9人

　弊財団は2020年から休眠預金を活用して、雲南の孤立等の社会課題に取り組む事業に
助成をさせていただいています。2022年度は8事業に助成し、うち4事業は約2年の助成
期間を2月に終えられました。
　休眠預金等活用の制度で大切にしていることの一つに、「成果の可視化」があります。「結果（どのよ
うな対象者に対して、何人ぐらいに、どんなサービスを提供したか等）」ではなく、「成果（事業実施に
よって、どのような変化が社会に起きたのか等）」を重視することで、事業を適切に評価し事業改善に繋
げ、社会課題の解決により寄与していくことを目的としています。また、国民の皆様、多様な関係者への
説明責任を果たします。
　具体的にどのような変化が社会に起きたのかを測るために、事業の開始前・中間・終了後にヒアリング
やアンケートによる調査等を実施し、事業の「結果」が目指す「成果」に繋がっているのか、どんなこと
が効果的なのか等を振り返りました。その際に可視化された市民の生の声そのものが、課題を知り、問題
の本質を考える上で示唆に富む貴重な蓄積であり、休眠預金等活用事業の大きな成果の一つです。
　市民の皆様が見ることができるよう、集めた声や事業について等を冊子にまとめているものが一部、三
日市ラボにありますので、ぜひ多くの皆様にご覧いただきたいと思います。

03

休眠預金等活用事業

(*)休眠預金等活用：「民間公益活動を促進するための休眠預金等に係る資金の活用に関する法律」（休眠預金等活用法）に基づき、2009年1月1日以降の取引から
10年以上、その後の取引のない預金等（休眠預金等）を社会課題の解決や民間公益活動の促進のために活用する制度が2019年度から始まりました。

(*)

テーマ「ローカルな総働で孤立した人と地域をつなぐ」

個性を育む創造プロジェクト
3C「夢」CLUB実行委員会

〇孤立支援の直接対象者：雲南市に住む(里
帰りも含む)妊婦〜未就学児を育てている地
域との関わりが少ない子育て世代の女性（約840人）
〇目指す成果
・産後の孤独感が軽減する

外国人住民のためのうんなん暮らし支援
事業
うんなん多文化共生まちづくり協議会

〇孤立支援の直接対象者：学校での学びづら
さを抱えている子ども（限局性学習症など）、過ごしづらさ
を抱えている子ども（HSC、知的に遅れの無いASD）、その
ため不登校になっている子どもやその保護者
〇目指す成果
・直接対象者（子ども・保護者）、その祖父母、地域の学ぼ
うとする人が必要な情報を得やすくなる

〇孤立支援の直接対象者：雲南在住の外国人
住民・外国ルーツの子ども（約30人）、地域住民など
〇目指す成果
・外国人住民が、事業所や家族以外で気軽に相談できる

地域みんなで産前産後・子育てを応援!!
産前産後ケアはぐ

〇孤立支援の直接対象者：社会教育機会の
参加が難しい雲南市内の幼児・児童・生徒
(就学前～高校生) とその保護者
〇目指す成果
・直接対象者に当事業の活動が理解されるとともに継続参
加、新規参加の児童・生徒数が増加している

地域の応援者を増やして、みらいの
かのうせいをもっとたかめよう！
一般社団法人みかた麹杜（きっと）

目指す成果等の一部を抜粋して記載しています。課題や事業、実施活動の詳細等はHPの報告書をご覧ください。

・子どもたちを支援する団体による小さな拠点を設け、子ど
もたちの体験活動ができている

・はぐ内のコミュニティ人数と参加者が増える

・当事者が未来の可能性が高まりそうだと感じられる

※回答者により「気軽」「相談」の捉え方にばらつきがみられる。個人の在住期間や背景等
の環境が相談先や人数に影響している。

・日本人住民が外国人住民から相談が来たときに適切な支援
先や相談先に繋ぐことができる



2020年4月に642人の方々の志金で誕生した「支え合い、市民が作る市民のための財団」

ガバメントクラウドファンディングとは　
ふるさと納税

地域課題解決の支援

納税者の想いがダイレクトに反映

　2020年、新型コロナウィルスが蔓延し、「保育園が休園になり働けず困って
いる」、「サロンが開催できずお年寄りが心配」など、弊団体にも多くの声が
寄せられました。周りの支援の手がなく困ってしまう『孤立』状態の人がいる
一方で、そのような人々と繋がり、支えたいという思いを持つ市民もまたいる
ということがわかりました。
　『孤立』の課題は、その当事者も、必要とされるサポート内容も多岐にわたります。そのため、各支援団体がそれ
ぞれの強みを生かしながら、分野を横断して取り組むことが必要です。課題に挑戦する様々な市民や団体の「地域全
体で支え合いたい」という想いを、弊団体がサポートし、誰もが自分の力を発揮しながら支え合う仕組みを形成し、
誰一人取り残さない豊かな雲南市を目指したいと呼びかけを行いました。

＼
ご寄付・ご支援を
引き続きお願い
いたします

／

全国からご支援ありがとうございました！
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2023年　5月　 22 日　初版発行
発行元：公益財団法人うんなんコミュニティ財団 
島根県雲南市木次町木次 36番地
電話：0854-47-7787　メール：info@unnan-cf.org
ホームページ：https://www.unnan-cf.org/
（「うんなんコミュニティ財団」で検索）

うんなんコミュニティ財団は、皆様のご寄付で運営されています。今後の継続的活動のためご支援をよろしくお願いいたします。

　2022年年末にかけ、雲南市のふるさと納税の
一つとして「孤立状態にある人を『地域』で支え
るプロジェクト〜つながり、支え合うことで豊か
な社会を創り出す」のガバメントクラウドファン
ディングにチャレンジしました。

上）弊団体のプロジェクトページより
下）ガバメントクラウドファンディングのイメ
ージ（ふるさとチョイスガバメントクラウドフ
ァンディング furusato-tax.jp/gcfより）

　自治体への寄付により納税の一部控除を受けることができるふるさと納税の
ひとつで、自治体が解決したい課題解決のプロジェクトに支援ができます。市
民が支援先のプロジェクトを自分で選ぶことができるため、納税者の意志が直
接反映されるのが特色です。

孤立状態にある人を「地域」で支えるプロジェクトの挑戦

　本ガバメントクラウドファンディングは昨年10月3日にスタートし、
12月31日に終了しました。弊団体設立時から応援してくださってきた
皆様を始め多くの方に呼びかけを行い、結果として全国88名の支援者
から目標を超える125万8000円のご寄付を賜りました。この度のご支
援誠にありがとうございました。

全国からご﻿支援をいただき目標達成！

地域で「気にかけあえる繋がり」を作ります
　困りごとがある当事者と、困りごと解決をされている市内団体が繋がる
ためには、複数の”地域のおせっかい人”さんが必要です。今回頂いたご寄付
は、そのネットワークづくりに活用させていただきます。

 うんなんコミュニティ財団は市民同士が助け合い、支え合って持続可能な
雲南市をつくる一助になる仕組みです。お困りごとの声やだれかの力にな
りたいと願うお気持ち、そして夢に挑戦する市民の皆様と成長していきま
す。うんなんコミュニティ財団にご相談の声をお寄せください。

「地域おせっかい会議」にて困っている人がおせっ
かい人と繋がりやすくなるためのアイデアを地域の
みなさんと考えました（2023年3月）

寄付フォーム


